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要  旨 

 本研究では，大学の生活科の教科教育法において，小学校の生活科学習に位置づけられている大学たんけんを

支援する活動を取り入れた授業を行い，受講生の教育実践力が高まったのかについてアンケートやワークシート

記述から分析し，その有効性を検討することを目的としている。受講生のアンケートの結果から，たんけん学習

の知識，生活科と低学年社会科の知識，教育現場で児童と積極的に交流する意欲が高まることや，ワークシート

の結果から生活科を学ぶ意欲，生活科の授業実践力を�に付ける意欲も高まることが¬らかにLった。また，児

童は大学生との交流による大学たんけんにより大学に興味・関心や親しみをもつことができた。 

大学たんけん支援を核とした生活科教育法の授業は，受講生の生活科のたんけん学習の理解を深め，生活科を

学ぶ意欲や教育実践力を高めることができ，大学たんけん支援の活動の導入は有効性があるといえる。また，児

童のÄたんけんの興味・関心や親しみをもつ活動にもLっているため，生活科の��
.�4��と生活5のNら

いにそっている。より受講生の教育実践力を高めるために，たんけん支援以後の児童の気付きの質を高めるため

の小学校と�©した授業を位置づける��がある。 

 

キーワード：たんけん，生活科，教育実践力，大学，親しみ 

 

 

１１１１．．．．生活科におけるたんけん生活科におけるたんけん生活科におけるたんけん生活科におけるたんけん学習学習学習学習のののの課題課題課題課題 

    平成元年版小学校学習指導要要領において，低学年

社会科と理科が廃止され，生活科が新設された。生活

科は，低学年における児童の具体的かつ総合的な活動

を通した合科的指導の必要性から，「生活上必要な習

慣や技能を身に付けさせ，自立への基礎を養う」こと

が究極目的として示された。平成 29 年版学習指導要領

では文言が若干異なって示されたが，生活科の趣旨は

一貫して変わっていない。 

 生活科の基本的視点として，「自分と人々や社会と

のかかわり」，「自分と自然とのかかわり」，「自分

自身」の３つが示され，それぞれ社会科の内容，理科

の内容，自´の成.の内容と/(している。第9�は

生活科教科書の項目の変遷を示したものである。平成

元年版学習指導要領に対応した教科書では，それまで

の低学年社会科における「ã付かせる」という目標に

よる社会認識の芽を育てる買物，乗物，郵便の単元が，

「できるようになる」という目標による新たな単元が

位置づけられた。平成 10 年版に対応した教科書では，

買物の内容が消え，乗物と郵便は他の単元の一部に吸

収され，まちあるきの単元が登場した。平成 20 年版に

対応した教科書では，乗物や郵便の内容も消え，代わ

りにたんけんの単元が位置づけられた。一見すると「自

分と人々や社会とのかかわり」より「自分と自然との

かかわり」の内容が増えているが，地域の中で児童が

生活できる力を重視する内容に変�している。 

「自分と人々や社会とのかかわり」の内容は，地域

の�いている人々やî¾的な場ÇをとりあRることに

重点をおくたんけん学習で実施することになる。野田

ほか(2005)の生活科で育った学力についての調査で

は，心に残る生活科の活動において，「自分と自然と

のかかわり」に比べて「自分と人々や社会とのかかわ

り」の項目は低調で，探検の中でも学校探検と学校¤

辺の探検に比べて町探検は低調であること，生活科で

身に付いたと思う力については，町探検にかかわる町

の人{もの{ことに/心をもつことが一ô低調であっ

たことが示された。この調査を継続した野田ほか

(2015)の調査においても同様の傾向が見られ，町探検

が児童の心に残るようなÈ立てが必要である。 
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第１第１第１第１表表表表    生活科教科書生活科教科書生活科教科書生活科教科書の項目のの項目のの項目のの項目の変遷変遷変遷変遷 

 平成平成平成平成3333年生活科年生活科年生活科年生活科 平成平成平成平成11112222年生活科年生活科年生活科年生活科 平成平成平成平成22223333年生活科年生活科年生活科年生活科 
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１．うれしいな１ねんせい１．うれしいな１ねんせい１．うれしいな１ねんせい１．うれしいな１ねんせい 

①みんなとともだちになろう 

②がっこうをたんけんしよう 

③がっこうにくるみちをしらべよう 

２．いきものとなかよし２．いきものとなかよし２．いきものとなかよし２．いきものとなかよし 

①Gんなはなをさか:ようか 

②はなのたねをまこう 

③Gうぶつとともだちになろう 

３．ちかくのあそびば３．ちかくのあそびば３．ちかくのあそびば３．ちかくのあそびば 

①あそびMをしょうかいしよう 

②こうえんへあそびにいこう 

③いきもののようすをみてみよう 

④はながさいたよ 

４．たのしいあそび４．たのしいあそび４．たのしいあそび４．たのしいあそび 

①すなやつちとあそぼう 

②みずやかぜとあそぼう 

☆なつやすみをたのしくしよう  

５．みつけたよあき５．みつけたよあき５．みつけたよあき５．みつけたよあき 

①はなのたねをとろう 

②がっこうのまわりであきをみつけよう 

③こうえんのあきをさがそう 

④きのはやきのみであそぼう 

６．わたしのかぞく６．わたしのかぞく６．わたしのかぞく６．わたしのかぞく 

①うれしかったことをおもいだそう 

②かぞくの１にちをしょうかいしよう 

③じぶんのし4とをさがそう 

☆ふゆやすみにしたいことをかるたにしよう 

７．ふゆをたのしく７．ふゆをたのしく７．ふゆをたのしく７．ふゆをたのしく 

①おしょうがつのことをはなそう 

②さむさにまけないあそびをしよう 

③こうえんでふゆをみつけよう 

８．もうすぐ２ねんせい８．もうすぐ２ねんせい８．もうすぐ２ねんせい８．もうすぐ２ねんせい 

①１ねんかんをおもいだそう 

②おたのしみかいをしよう 

③１ねん:いをむかえるじゅんびをしよう 

☆�ねん:いになったら 

 

 

１．うれしいな１ねんせい１．うれしいな１ねんせい１．うれしいな１ねんせい１．うれしいな１ねんせい 

①おはよう 

②なかよくしようね 

③よろしくね 

２．とびだせたんけんたい２．とびだせたんけんたい２．とびだせたんけんたい２．とびだせたんけんたい 

①がっこうをたんけんしよう 

②がっこうのまわりをあるこう 

③こうえんであそぼう 

④こんなところもあるよ 

３．いきものだいすき３．いきものだいすき３．いきものだいすき３．いきものだいすき 

①はないっぱいになあれ 

②めがでた�  

③0ん0んのびろ 

④Gうぶつとなかよしになろう 

４．なつをげんきに４．なつをげんきに４．なつをげんきに４．なつをげんきに 

①はながさいたよ 

②すなやみずであそぼう 

③たのしいなつやすみ 

④おもいでたくさんできたよ 

⑤たねをあつめよう 

５．みんなだいすき５．みんなだいすき５．みんなだいすき５．みんなだいすき 

①わたしとかぞく 

②わたしのできること 

６．あきがいっぱい６．あきがいっぱい６．あきがいっぱい６．あきがいっぱい 

①がっこうのあきをさがそう 

②いろいろなあきをみつけたよ 

③きのはやきのみであそぼう 

④はるにさくはなをそだてよう 

７．ふゆをたのしく７．ふゆをたのしく７．ふゆをたのしく７．ふゆをたのしく                            

①さむさにまけるな        

②ふゆをさがそう 

③ふゆやすみをたのしく 

④たのしかったふゆやすみ 

⑤みんなであそぼう 

８．わたしの１ねんかん８．わたしの１ねんかん８．わたしの１ねんかん８．わたしの１ねんかん 

①おもいでがいっぱい 

②みんなチャンピオン 

③おもいでをあつめよう 

④あたらしい１ねん:いがくるよ 

１．がっこうだいすきともだちだいすき１．がっこうだいすきともだちだいすき１．がっこうだいすきともだちだいすき１．がっこうだいすきともだちだいすき    

－わたしとがっこう－わたしとがっこう－わたしとがっこう－わたしとがっこう 

①GきGきわくわくいちねん:い /がっこうはたのしいよ 

②なかよくなろうね!みんなであそぼう 

③えがおがあっちにもこっちにも!きいてきいて 

 〔さあしゅっぱつがっこうたんけん〕 

④Gこへいこうかな/だれにあえるかな 

⑤みつけたよきいたよ/ここがわたしのおきにいり 

⑥わたしもおてつだい/おもいだしてみよう 

２．はながうたうよるんらららん２．はながうたうよるんらららん２．はながうたうよるんらららん２．はながうたうよるんらららん 

    －－－－わたしのはなをさかせたいわたしのはなをさかせたいわたしのはなをさかせたいわたしのはなをさかせたい 

①なにをそだてようかな/あんなたねこんなたねふしぎなたね 

②めがでたはがでた:がのびた 

③げんきにそだってね/さいたさいた 

④Oとつぶのたねからこんなにたくさん 

⑤またそだてないな 

３．いちにさんぽ-さんさんお6さ<３．いちにさんぽ-さんさんお6さ<３．いちにさんぽ-さんさんお6さ<３．いちにさんぽ-さんさんお6さ< 

    －わたたしとさ－わたたしとさ－わたたしとさ－わたたしとさんぽ：はるからなつへんぽ：はるからなつへんぽ：はるからなつへんぽ：はるからなつへ    
①おOさまといっしょにさんぽ /わくわくさんぽさあしゅっぱつ 

②あっちからこっちから/おOさまもきらきらみGりもきらきら 

③にじいろのアルバム/わくわくなつさがし 

④なつやすみだいさく:ん/いまなつまっさかり 

４．くさきもわたしもころもかえ４．くさきもわたしもころもかえ４．くさきもわたしもころもかえ４．くさきもわたしもころもかえ 

    －－－－わたしとさんぽ：あきわたしとさんぽ：あきわたしとさんぽ：あきわたしとさんぽ：あき 

①わくわくあきさがし/おOさまp�p�おちMもp�p� 

②こがねいろのアルバム/こんなにあったよみんなのあき 

③あつまれあつまれあそびのOろMへ   

５．しろいいきをはきながら５．しろいいきをはきながら５．しろいいきをはきながら５．しろいいきをはきながら 

    －わたしとさんぽ：ふゆ－わたしとさんぽ：ふゆ－わたしとさんぽ：ふゆ－わたしとさんぽ：ふゆ 

①わくわくふゆさがし/おOさまp�p�かぜとp�p� 

②きたかぜのアルバム/ワーイふゆやすみだ 

③さんぽのおもいでいろいろ 

６．ともだちいっぱいおもい-いっぱい６．ともだちいっぱいおもい-いっぱい６．ともだちいっぱいおもい-いっぱい６．ともだちいっぱいおもい-いっぱい 

    －－－－わたしのいちねんかんわたしのいちねんかんわたしのいちねんかんわたしのいちねんかん 

①おもいでいっぱいはるなつあきふゆ/じぶんみつけ 

②じぶんにはくしゅしたいこと 

〔もうす0はるがきたら�¨生〕 

③おOさまp�p�いつもp�p� 

④まっているよあたらしい１¨生 
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生生生生

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１．わたしたちのすん-いるところ１．わたしたちのすん-いるところ１．わたしたちのすん-いるところ１．わたしたちのすん-いるところ            

①きんじょのようすをしらべよう  

②いろいろなおみ:を見てみよう  

③かいもの4っこをしよう     

２．生きもののせわ２．生きもののせわ２．生きもののせわ２．生きもののせわ                                 

①qy�イ�のなえをうえよう 

②いろいろなやさいをつくろう 

③r�o|やチャ�をかおう  

④r�o|だよりをつくろう 

３．夏をげんきに３．夏をげんきに３．夏をげんきに３．夏をげんきに                                              

①雨の日をたのしくす4そう    

②夏の虫を見つけよう       

☆わたしたちの夏まつりをしよう  

４．４．４．４．みんなののりものみんなののりものみんなののりものみんなののりもの         

①のりものにのったことをはなそう 

②えきのようすを見にいこう    

③バスにのってみよう  

５．うれしいやさい５．うれしいやさい５．うれしいやさい５．うれしいやさいのとりいれのとりいれのとりいれのとりいれ 

①qy�イ�を見てみよう 

②はたけや�³のようすを見にいこう 

③Ãのとりいれをいわおう 

６．６．６．６．わたしたちのゆうびんきBくわたしたちのゆうびんきBくわたしたちのゆうびんきBくわたしたちのゆうびんきBく 

①てがみをだそう 

②がっきゅうゆうびんきょくをOらこう 

☆n�ンvーをつうろう 

７．たのしいおもちゃたいかい７．たのしいおもちゃたいかい７．たのしいおもちゃたいかい７．たのしいおもちゃたいかい 

①う4くおもち]や�の出るおもち]をつく

ろう 

②おもち]たいかいをOらこう 

８．冬のくらし８．冬のくらし８．冬のくらし８．冬のくらし 

①冬をさがそう 

②冬の生きもののようすをしらべよう 

９．大きくなったわたしたち９．大きくなったわたしたち９．大きくなったわたしたち９．大きくなったわたしたち 

①大きくなったことをたしかめよう 

②アルバムづくりをしよう 

☆�¨生になったら 

 

 

 

１．２年生に１．２年生に１．２年生に１．２年生になったよなったよなったよなったよ 

①１¨生をむかえよう 

２．はるの<ちに-かけよう２．はるの<ちに-かけよう２．はるの<ちに-かけよう２．はるの<ちに-かけよう 

①みんなのまちをあるいてみよう 

②であったよみつけたよ 

③みつけたことをしょうかいしよう 

３．生きものがいっぱい３．生きものがいっぱい３．生きものがいっぱい３．生きものがいっぱい  

①やさいをそだててみよう  

②おいしいやさいをつくろう 

③みつけたよ�     

④生きもののともだち  

⑤±く大きくなあれ 

⑥わあいできたよ 

⑦雨の日にみつけたよ 

４４４４．なつがきた．なつがきた．なつがきた．なつがきた  

①なつの生きものをさがそう 

②なつの生きもの大はっけん 

③おもいでいっぱい 

５．おもちゃのくに５．おもちゃのくに５．おもちゃのくに５．おもちゃのくに 

①なにをつくろうかな  

②おもち]をつくろう 

③おもち]であそぼう 

６．あきみつけ６．あきみつけ６．あきみつけ６．あきみつけ  

①のりものにのって出かけよう 

②でん�にのろう 

③のやまのようすをみにいこう 

④あきがいっぱい 

⑤あきのとり�れをしよう 

⑥おまつりのじゅんびをしよう 

⑦さあ"おまつりだ�  

７．ふゆがやっ,きた７．ふゆがやっ,きた７．ふゆがやっ,きた７．ふゆがやっ,きた 

①ねんがじょうを出そう 

②もうす0ふゆやすみ 

③ふゆをげんきに 

④ふゆさがしに出かけよう 

８．すくすくそだったね８．すくすくそだったね８．すくすくそだったね８．すくすくそだったね 

①生まれたころとくらべよう 

②§さいときのことをきいてみよう 

③わたしのものがたりをつくろう 

１．ふし�たんけんふれあいたんけん１．ふし�たんけんふれあいたんけん１．ふし�たんけんふれあいたんけん１．ふし�たんけんふれあいたんけん    
  －わたしとさんぽa－わたしとさんぽa－わたしとさんぽa－わたしとさんぽa 

①わくわく町たんけん/町にはふしぎがいっぱい 

②もっとÀりたい町のこと!みんなでわいわいたんけん	¾ 

③ふれあいインタ~�ー!�でもチャ�ンs 

④あの�にあいに�ったよこんなことしたよ 

⑤はっQょうします町のこと 

２．お6さ<もりもり<るか"り２．お6さ<もりもり<るか"り２．お6さ<もりもり<るか"り２．お6さ<もりもり<るか"り 

    －－－－わたしの�さいをそだ,たいわたしの�さいをそだ,たいわたしの�さいをそだ,たいわたしの�さいをそだ,たい 

①野さいづくりにチャ�ンs/はじめての野さいづくり 

②野さいがピンチ/ヤッタ－とれたよ 

③みんな野さい��/冬だって野さいはげんき 

３．いきいききらきら生き,いる３．いきいききらきら生き,いる３．いきいききらきら生き,いる３．いきいききらきら生き,いる 

    －生きものとなかよくなりたい－生きものとなかよくなりたい－生きものとなかよくなりたい－生きものとなかよくなりたい     
①生きものみんな出ておいで/あっちこっち生きものいろいろ 

②お¸に�りすみかづくり/生きものふしぎ大はっけん 

③きょうから®しいなかま/生きものわいわい大しゅう4う 

④ありがとう生きものたち 

４．つくっ,QNQNあそん-QLQL４．つくっ,QNQNあそん-QLQL４．つくっ,QNQNあそん-QLQL４．つくっ,QNQNあそん-QLQL 

    －－－－みんな-あそ9と]しいよみんな-あそ9と]しいよみんな-あそ9と]しいよみんな-あそ9と]しいよ 

①Gんなあそびにしようかな/アイデアいっぱいゆめいっぱい 

②あそびの©¢へようこそ/みんなで·しくあそんだね 

５．いっしBにいるとあんしん５．いっしBにいるとあんしん５．いっしBにいるとあんしん５．いっしBにいるとあんしん 

    －わたしとXぞく－わたしとXぞく－わたしとXぞく－わたしとXぞく 

①¦ぞくのªい出アルバム/いつもありがとう 

②¦ぞくのみなさんこれからもよろしく  

６．すくすくぐんぐん大きくなったよ６．すくすくぐんぐん大きくなったよ６．すくすくぐんぐん大きくなったよ６．すくすくぐんぐん大きくなったよ 

    －－－－大きくなったわたし大きくなったわたし大きくなったわたし大きくなったわたし 

①わたしの:いちょうアルバム /わたしがÀらないわたしの
 

②わたしのものがたりづくり/こんなに大きくなりました 

③あしたへむかってsャン� 

 

 

 

 

波下線は社会科の買物・乗物・郵便，枠はたんけんにかかわる項目。日本文教出版(旧大阪書籍)の教科書より作成  

 

                  

―  398  ―

永　田　成　文

I 

一

_
_
 
~
 

I I 
------------------------------~]—--------------------------------------i-―-------------

I I 
I 



 

野田ほか(2015，p.38)は，「生活科や総合的学習の

授業は，教師のコーディネート力が要求され，教師力

を高める意味でも重要な『町探検』の在り方を今一度

見直し，充実させる必要がある」としている。 

筆者が担当する生活科の教科教育法である生活教

材研究Ｃ

１）

では，受講生による三重大学のたんけん支

援を津市立北立誠小学校の第２学年の生活科のたんけ

ん学習の一環として行っている

２）

。 

本研究では，教材を作成し，系統的な発問を考える

ような授業設計力と授業の中で児童・生徒と対話し，

様々な授業展開に適宜対応し，時間配分を考えて一つ

の方向性にまとめる授業運営力から構成される実践的

指導力とそれらを自分から積極的に高めていく態度と

能力を含めて教育実践力と考えたい

３）

。本研究は，生

活科教育法において教育現場とのかかわりによる大学

たんけん支援を核とした授業について，受講生の教育

実践力の育成という�点からその有効性を検証するこ

とを目的としている。 

研究の方法として，生活教材研究Ｃにおいて受講生

の大学たんけん支援を核とした授業を実Ôし，受講生

のアンケートやワークシートの記述により教育実践力

が育成されたのかについて分析する。また，実際に生

活科のたんけんのねらいが達成でOたのかについて児

童のアンケートにより分析する。これらをもとに大学

たんけん支援を核とした授業の評価を行う。 

 

２．生活科教育法における２．生活科教育法における２．生活科教育法における２．生活科教育法における大学たんけん支援大学たんけん支援大学たんけん支援大学たんけん支援 

２．１２．１２．１２．１    大学たんけん支援を核とした授業大学たんけん支援を核とした授業大学たんけん支援を核とした授業大学たんけん支援を核とした授業 

大学たんけんは生活科の内容(３)「地域と生活」に

該当し，「自分たちの生活は地域で生活したり働いたり

している人々や様々な場所とかかわっていることが分

かり，それらに親しみをもち，人々と適切に接するこ

とや安全に生活でOる」ことが目指されている。佐藤

(2018，p.86)は，「児童の生活の場の広がりを背景に，

地域に出かけることで，さまざまな人々や場所との出

会いを作り，それらに心を寄せ，自分の生活とのかか

わりをさらに広げたり深めたり高めたりすることが期

待でOる」としている。大学たんけん支援では，大学

が%近な地域に存在する高等教育や公共サービスを行

っている場所であり，支援する受講生とともに大学で

勉強する大学生や働く職員が出会う人々となる。 

2015 年の生活教材研究Ｃで，筆者が担当している３

回分の授業の概要を示したものが第２表である。第１

回は，社会科の第３学年のたんけん学習と第２学年の

生活科のたんけん学習について，平成 20 年版の小学

校学習指導要領解説と教科書記述を比較させ，社会科

は地域の様子は場所によって違うことを捉えるため

にたんけんして白地図などにまとめること，生活科は

自分たちの生活が地域とかかわっていることに気付

くためにたんけんしてカードなどにまとめることを

確認した。次に，�験が入っていること，大学にいる

人々と接する機会をもつこと，大学が親しみのもてる

場所となること，雨天も想定するという４点を確認

し，班ごとに大学たんけん支援計Áを立てさせた

４）

。

児童の興味・関心や歩く速さを勘案し，１つの場所で

十分な時間を確fするようにアドNイスした

５）

。その

後，計Áしたルートの下見をさせた。 

第２回は，７班分の計Áを印刷して配布し，自班の

よいところ，�班の計Áで見習いたいところを考えさ

せた。その後，北立誠小学校の児童と合流し，大学生

と児童の混合チームで自´紹介し，大学たんけんを行

った。受講生は児童とコミュニケーションを多くとる

ように意!し，児童の発見につながる声かけをした

り，大学で働く人へのインタビューを促したりした。

大学たんけん支援後，児童への対応などで気をつけて

いた点や，生活科としてのたんけんの進め方で大切な

点などを振り返らせた。 

第３回は，生活科の¬)(第１表参照)を読み取り，

買物や郵便や乗物などの社会認!の�を育てる「自分

と人々や社会とのかかわり」の単元が徐々になくな

り，町たんけんが唯一残っていることから，大学たん

けん支援を行った意味を考えさせた。次に，低学年社

会科と生活科の郵便と乗物の単元の教科書を比較さ

せた

６）

。どちらもごっこや見学という�験活�はある

が，前者は社会のしくみに気付く，後者は地域社会で

生活することでOることが目指されていることを確

認し，それぞれの教科の学習のよさを考えさせた。 

 

第第第第２２２２表表表表    大学たんけん支援を核とした大学たんけん支援を核とした大学たんけん支援を核とした大学たんけん支援を核とした授業授業授業授業の概要の概要の概要の概要 

第１回 2015 年 6 ¨ 3日(水) 

○学習指導要領と教科書を比べ，第２学年生活科と

第３学年社会科の校区たんけんの違いを考える。 

○班で大学たんけん支援計Áを立てる。 

○班で実際に計Áルートを下見し，改めて三重大学

で発見したところを確認する。 

第２回 2015年6¨10日(水) 

○７つの班の大学たんけん支援計Áを比較し，それ

ぞれのよさを考える。 

○班の大学たんけん支援計Áにそって，北立誠小学

校第２学年の児童と一緒にたんけんする。 

○大学たんけん支援で気をつけていたことや生活

科のたんけんで大切な点を考える。 

第３回 2015年6¨17日(水) 

○生活科の¬)を確認し，生活科のたんけんが社会

科の社会認!の流れをくむことをつかむ。 

○低学年社会科と生活科の目標と郵便・乗物の単元

を比較し，それぞれの良い点を考える。 
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生活科教育法における教育実践力を高める大学たんけん支援



 

２．２２．２２．２２．２    大学たんけん支援計画と大学たんけん支援計画と大学たんけん支援計画と大学たんけん支援計画と実施実施実施実施 

神永(2018，p.12)は，生活科実践の充実と発展に向

けて継承すべき点の１つに「子どもから引き出すD構

えをもつことを挙げ，「生活科の学習では，教師から

学習のめあてや方法を与えるのではなく，子どもの

『気付き』の表出を促し，『思いや願い』を大切にし

て，次はどのよJにしていくかを子どもとの±話を'

して，子どもた[自%が自´決定していけるよJにし

ていくことがøËさqているDとしている。�

生活教材研究Ｃの受講生は班ごとに児童の視点か

らさまざまな発見ができる大学内での訪問先を検討

した。第１図は，７つの班が取り上げた主なたんけん

ポイントを地図で示している。50 分の時間内で効率よ

く回ることができ，児童の興味・関心を喚起するよJ

な大学独自の場所を選定していることがrかる。�

７つの班の計画を�体÷に示したものが第;表で

ある。１班は³学Úとの違いを意識し，畜舎→環境・

情報科学館(メープル)→教育学部棟→食堂をÍ検し

た。２班は大学生の生活を意識し，教育学部棟→食

堂・翠陵店→畜舎と�翠Qールとグランドはやめて図

書館や第一体育館を加えてÍ検した。;班はどんなと

ころで勉強しているかを意識し，教育学部棟→環境・

情報科学館と食堂・翠陵店をやめて運動場を加えてÍ

検した。４班は³学Úにないものを意識し，教育学部

棟中庭→音楽棟→環境・情報科学館と畜舎をやめて食

堂を加えてÍ検した。５班は大学î有のÔ�・�備を

意識し，環境・情報科学館→翠陵店→120 番教室→教

養教育棟→教育学部棟に図書館を加えてÍ検した。６

班は大学の�BのÞ子を意識し，環境・情報科学館を

やめて教育学部棟→食堂→図書館をÍ検した。７班は

大きさや多さを意識し，畜舎をやめて生í資源学部棟

→食堂→環境・情報科学館→図書館をÍ検した。�

各班は児童の興味・関心やリクエストやáり時間を

勘案して臨機応変に計画を変更した。�

楕円は主なたんけんポイントを示す。大学広報地図をもとに作成 

第第第第１１１１図図図図    たんけんたんけんたんけんたんけんポイントポイントポイントポイント    

第第第第３３３３表表表表    ７つの班の大学たんけん支援計画７つの班の大学たんけん支援計画７つの班の大学たんけん支援計画７つの班の大学たんけん支援計画と実施と実施と実施と実施 

班班班班 たんけんたんけんたんけんたんけんポイントと活動ポイントと活動ポイントと活動ポイントと活動 配慮等配慮等配慮等配慮等 

１班

７人 

①畜舎 (5)→臭いで牛の存在を感じる 

②環境・情報科学館[メープル] １階スクリ

ーン，２階ソファー，屋上(10)△ 

→大学生や職員にインタビュー 

③教育学部棟 (10)→302教室の見学  

※小学校との違い 

④食堂(5)→見学 

屋上では

手をつな

ぐ。雨天

は畜舎の

見学をや

めて屋内

中心に 
２班

７人 

 

①教育学部棟 (10)→数学の授業を見学 

②食堂・翠陵店 (15)△→食堂や売店を見学 

※大学生の生活を感じとる 

③三翠ホールと運動場 (15)✕→見学 

※小学校にはない大き;，"�の¥� 

④畜舎 (10)→通る  

＋図書館，第一体育館 

雨天は三

翠ホール

やグラン

ドによら

ずにメー

プル館 

３班

７人 

 

①教育学部棟(15)→見学 

※FXなとこUで��しているか 

②環境・情報科学館�メープル�屋s (15) 

→津市を見わたす ※北立誠小学校を探す 

③食堂・翠陵店 (10)✕→見学 

※\iンcスfイで�う�¶ 

＋運動場 

雨天は�

下が滑り

やすいの

で屋根の

ある場所

にする 

４班

７人 

 

①教育学部棟中庭 (10)→見学 

 ※小学校にないNのは 

②!®棟 (10)→何が聞こえるか 

※教�の様子 

③環境・情報科学館�メープル館�屋s (10) 

→学内全体を見わたす 

④畜舎 (10)✕→¸が住む周りの自然を感じる 

＋食堂 

雨天は飼

う建物の

内部を見

学，滑る

ので注意

，畜舎は

時間があ

れば 
５班

７人 

 

①環境・情報科学館�メープル�２階 (～10) 

→ガラスに近づく，`dYーに座る 

②翠陵店 △(～10)→見学(cン，¨屋) 

※\iンcスfイで�う�¶ 

③110番か190番教�(～5)→見学 

※大学特有の階段教�  

④教養教育棟１号館のトイレ(～5)→見学 

 ※広くてきれいなトイレ，トイレ休E 

⑤教育学部棟１階・中庭(～5)→見学 

 ※¾��と���の�い 

＋図書館 

雨天はで

きるだけ

建物内を

通る 

６班

６人 

①教育学部棟(10)→見学  

※授業の様子を見せる 

②食堂 (10)→見学  

※��の様子を見せる，中を通る 

③図書館(15)→見学 

※��・学生と触れ合う，貸出体験  

④環境・情報科学館�メープル�２階 (15)✕ 

→見学 ※大学生の休み時間の様子 

雨天の場

合は環境

・情報科

学館をや

める 

７班

６人 

 

①生物資源学部棟 (5)→見わたす  

※グランドや"�の説明 

②食堂 ([)→見学  ※小学校との�い 

③環境・情報科学館�メープル館�１・２階

(5)△→見学 ※小学校にはないス]kーン 

④図書館１階２階→見学  

※大量の¨，DVD，��スfース  

⑤畜舎 (10)✕→見学 ※学生が世話している 

雨天の場

合は階段

で滑らな

いよう注

意，畜舎

は余裕が

あれば 

(   )は予定時間，△は一部行った，✕は行わなかった，＋は付け加え，

※は留意点を示す。各班の大学たんけん計画などより作成 
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• 7グループ(4人 くらい） X3ク

ラスの3グ」レーブを 1項が支綬

・担当班の児童と仲良くなる



 

３．３．３．３．大学たんけん支援による大学たんけん支援による大学たんけん支援による大学たんけん支援による教育実践力教育実践力教育実践力教育実践力 

３．１３．１３．１３．１    アンケートによる分析アンケートによる分析アンケートによる分析アンケートによる分析 

大学たんけん支援を核とした生活科教育法の授業

の効果を分析するために，３回の授業の前後に生活教

材研究Ｃの受講生にとったアンケートを活用する。ア

ンケート項目は次のとおりである。 

 

〈〈〈〈地域（児童の学び）地域（児童の学び）地域（児童の学び）地域（児童の学び）ににににかかわかかわかかわかかわるるるる項目〉項目〉項目〉項目〉    

［知識：大学］ 

1. 大学の施設や働く人の様子がわかる 

［意欲：調J］ 

2. 自分の生活する身近な地域の様子を調べたい 

〈〈〈〈生活科（学生活科（学生活科（学生活科（学生の学び）生の学び）生の学び）生の学び）ににににかかわるかかわるかかわるかかわる項目〉項目〉項目〉項目〉    

［知識：探検］ 

3. 生活科と¿z科のたX9X学習の�いがわかる 

［知識：教科］    

4. 生活科と{学�¿z科の学習の�いがわかる 

［意欲：教科］    

5. 生活科の~�と方法についての学習を深めたい 

［意欲：授業］ 

6. 生活科の授業を��する�を身にy9たい 

［意欲：交流］ 

7. 大学の授業D}�と触れあう活動に参加したい 

  

項目１と２は生活科の内容(３)「地域と生活」にお

ける地域の児童の学びにかかわる項目で，項目１は大

学に関する知識，項目２は調査に関する意欲をみる。

項目３～７は教員養成学部の学生として身に付けてお

きたい生活科の教育実践力にかかわる項目で，順にた

んけん学習の知識，生活科と_学w�会科の知識，生

活科を学ぶ意欲，生活科の授業実践力を身に付ける意

欲，教育現場で児童と積極的に交流する意欲をみる。 

それぞれ，a.強く(とても)思う，b.少し思う，c.あ

まり思わない，d.まったく思わないから選択させ，こ

の順に４，３，２，１の数値をあてはめた。t象とな

る受講生

７）

のv均値とｔ-検定の結果を�したものが

第４表である。アンケートの１回目と２回目で，全て

の項目でv均値が高くなった。 

項目１は 0.1％水準の有意差（t(37)） =4.472; 

p<.001),項目３は 0.1％水準の有意差（ t(37)）

=10.050; p<.001), 項目４は 0.1％水準の有意差

（t(37)）=10.4+9; p<.001),項目７は 1％水準の有意

差（t(37)）=3.141; p<.01)がみられ，学生の大学，探

検，教科の知識が深まり，交流の意欲が高まった。 

 項目１で有意差がみられたのは，生活科の学びの�

点から児童の目線で大学たんけん支援計画を�てて下

見を行い，実際に大学たんけん支援を行うことにKり，

大学にtする�解が深まったと考えられる。項目３は

授業の１時間目に�会科と生活科のたんけんの違いを

考えたことや大学たんけん支援を行ってたんけんの違 

第第第第４４４４表表表表        授業前後の授業前後の授業前後の授業前後のアンケート結果アンケート結果アンケート結果アンケート結果(201(201(201(2015555)))) 

３回とまとめの授業に出席した 38 名を対象。筆者作成 

 

いを実感できたからと推察される。項目４は大学たん

けん支援後の３時間目の授業で，生活科のo�から�

会科にかかわる単元は町たんけんのみとなったことを

捉え，_学w�会科と生活科に共通する郵便・乗物の

単元の違いとそれぞれのKさを考えたためと推察され

る。項目７は大学たんけん支援で�接児童と触れ合っ

て好奇心を目の当たりにし，発達段階に{じた�uが

必要であると感じたためと考えられる。 

 項目２は大学たんけん支援では	らが大学k�を調

査する意識が働かず，項目５と６は受講生の意識が初

めから高く有意差がみられなかったと考えられる。 

アンケート調査から，大学たんけん支援を核とした

授業は，受講生の教育実践力が高めることにtしてY

定の有効性があることがわかる。 

 

３．２３．２３．２３．２    ワークシートワークシートワークシートワークシート記述記述記述記述による分析による分析による分析による分析 

アンケートの分析では項目５と６に?いて，�計学

上の有意差がみられなかった。そこで，授業で毎回学

生が記入している学びの振り返りシートの記と生活

教材研究Ｃの最終回のまとめの授業でとったワークシ

ートの記に?いて，アンケートの項目１に関�する

大学の�子の知識，項目３に関�する生活科のたんけ

ん学習の知識，項目５に関�する生活科の内容や�法

を改善する意欲，項目７に関�する児童の�子，主に

項目６に関�し，項目３と５と７にも関�する授業実

践力にかかわる意欲をみる。      

第５表は学びの振り返りの記のogの分析，第６

表はY定U間をおいて，生活教材研究Ｃにおけるたん

けん支援を核とした３回の授業で学んだことや実践で

必要であると感じたことの記の分析を�している。

 項項項項    目目目目 指標指標指標指標    １回目１回目１回目１回目 ２回目２回目２回目２回目 t-検定検定検定検定 

 

地地地地

域域域域 

１１１１

    

知識知識知識知識 

大学大学大学大学

    

合計 90 110 -4.472 

p<.001 
平均 2.37 2.89 

２２２２

    

意欲意欲意欲意欲 

調査調査調査調査

    

合計 108 114 -1.233 

n.s. 平均 2.84 3.00 

 

 

 

 

生生生生

活活活活

科科科科 

 

３３３３

    

知識知識知識知識 

探検探検探検探検

    

合計 78 131 -10.050 

p<.001 
平均 2.05 3.45 

４４４４

    

知識知識知識知識 

教科教科教科教科

    

合計 85 135 -10.469 

p<.001 
平均 2.24 3.55 

５５５５

    

意欲意欲意欲意欲 

教科教科教科教科

    

合計 125 127 -0.572 

n.s. 平均 3.29 3.34 

６６６６

    

意欲意欲意欲意欲 

授業授業授業授業

    

合計 130 136 -1.781 

n.s. 平均 3.42 3.58 

７７７７

    

意欲意欲意欲意欲 

交流交流交流交流

    

合計 126 138 -3.141 

p<.01 
平均 3.32 3.63 
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生活科教育法における教育実践力を高める大学たんけん支援



 

第第第第５５５５表表表表  大学たんけん支援前後の大学たんけん支援前後の大学たんけん支援前後の大学たんけん支援前後の学びの学びの学びの学びの記述記述記述記述の変化の変化の変化の変化 

 

班班班班

学びを振り返って学びを振り返って学びを振り返って学びを振り返って((((どうためになったのかどうためになったのかどうためになったのかどうためになったのか))))        

6/36/36/36/3((((１時間目１時間目１時間目１時間目後後後後))))    

大大大大

学学学学    

探

検 

生生生生

活活活活    

児児児児

童童童童    

実実実実

践践践践    

学びを振り学びを振り学びを振り学びを振り返って返って返って返って((((どうためになったのかどうためになったのかどうためになったのかどうためになったのか))))    

6/
	6/
	6/
	6/
	((((２時間目後２時間目後２時間目後２時間目後))))    

大大大大

学学学学    

探探探探

検検検検    

生生生生

活活活活    

児児児児

童童童童    

実実実実

践践践践    

1111    3333    

計画ではその学びがためになっているのかを考えた。 

        ◯                         

児童は様々な点において興味津々で，これをどう学びに

繋げていくのかを考えた。 

                        ◯◯◯◯    ◯◯◯◯    

2222    4444    

探検では場所や人に親しみ，愛着を持つこと，計画は

児童の姿を思いéかべて行うことが大事である。 

        ◯◯◯◯            ◯◯◯◯            

計画から臨機応変に対応し，学びをêめるためは指導

者の働きかけが大事である。 

                                ◎◎◎◎    

3333    5555    

計画では児童の目線でよいところを見つけた。児童が

どこに行ってみたいかを考えることが大事である。 

        ◯◯◯◯            ◯◯◯◯            

子どもの興味を伸ばしていくことでより充実する。子ども

は注意力が欠け，一つのことに集中してしまう。 

                        ◯◯◯◯    ◎◎◎◎    

4444    6666    

子ども達によりよいコースを工夫した。事Ò・ÃÊのな

いように活動したい。 

        ◯◯◯◯                    ◯◯◯◯    

子ども達の興味*心が分かった。生活科と"びがë 

しないように言葉遣いや態度に気をつけた。 

                        ◯◯◯◯    ◯◯◯◯    

5555    7777    

生活科は自分の生活が地域とのかかわりの中にある

ことに気付かせ，地域に興味を持たせる。 

        ◯◯◯◯                            

子どもは自分の感Äに素直でやりたいことをやる。先生

方はやることをしっかり伝えていた。 

                        ◯◯◯◯    ◯◯◯◯    

6666    1111    

各教科の指導が明確になったので学習の工夫を考え

たい。 

        ◯◯◯◯                            

子どもは予定外のところに興味をもっていた。探検の計

画と子どもの興味のバランスが大事である。 

                        ◯◯◯◯    ◎◎◎◎    

7777    3333    

生活科は� な地域との*わりを大事にし，人や場所

の触れ合いを通じ，地域の愛着が芽生える。 

        ◯◯◯◯                            

友達が児童の気付きに質問した。問いを投げかけること

で子ども達の考えを引き出すことは重要である。 

                                ◎◎◎◎    

8888    4444    

生活科の自分の生活と地域とのかかわりから，計画で

は場所でどのような活動ができるのかを考えた。 

        ◯◯◯◯                            

子どもの着目点に驚いた。子どもの気付きを大切にし

て，状況に合わせて組み込むことが大事である。 

                        ◯◯◯◯    ◎◎◎◎    

9999    5555    

下見で子どもの視点に少し気づけた。普段あたりまえ

のことに気付きがあり大学を知る機会になった。 

◯◯◯◯                    ◯◯◯◯            

多く喋る子とあまり喋らない子がおり，気になったことに

対しては直ぐ自分で見に行くという姿が見られた。 

                        ◯◯◯◯            

1�1�1�1�    6666    

生活科の探検は地域との*わりや生活することに重

点をおき，地域の方と触れ合う活動を取り入れる。 

        ◯◯◯◯                            

子どもは予想しなかったことに興味を持った。子ども目

標で気付きや疑問を考える必要がある。 

                        ◯◯◯◯    ◎◎◎◎    

11111111    7777    

生活科とý会科の探検は違った。~重大学に興味を

持って大学内のことを知ってもらいたい。 

        ◯◯◯◯                            

子ども達はやÚや実や�が大®きだった。まず子ども

を知ることが大事である。 

                        ◯◯◯◯    ◯◯◯◯    

12121212    1111    

生活科は自分の�む地域と人に*わりを持ち，地域で

生活できることに重点をおく。 

        ◯◯◯◯                            

歩くペースの違いや勝手な行動に臨機応変に対応し

た。ルールを教え，安全が大切である。 

                        ◯◯◯◯    ◯◯◯◯    

13131313    2222    

生活科の探検が親しみがもてた。計画で小学生が興

味あり，体験できることを考えるのが難しかった。 

        ◯◯◯◯                            

子どもが興味が想�をはるかにこえ，¥Ø/では大きさ

ではなく(/時間に着目していた。 

                        ◯◯◯◯            

14141414    3333    

計画で~重大学はどういったところかを考えることで，

自分の大学への認識を考える機会となった。 

◯◯◯◯                                    

黒板ではなく白板となっているなど予想していたよりも単

純なことで驚くことが学べた。 

                        ◯◯◯◯            

15151515    4444    

子どもが¤びそうな場所や知って^しいことや�+も

考え，探検の難しさを感じた。 

        ◯◯◯◯                    ◯◯◯◯    

子ども達の興味の示し方，感性の�かさに驚いた。楽し

いだけでなく，�か学べたらよいと思った。 

                        ◯◯◯◯    ◯◯◯◯    

16161616    5555    

小学生に珍しい場所を最短ルートでまわれるコースを

考えた。¥Ø/は.白いかで意見が分かれた。 

        ◯◯◯◯                            

先生たちの技量に感動した。忘れ物はないか，あの場

所まで歩くなどの具体的指示が大切である。 

                                ◯◯◯◯    

17171717    1111    

計画でZっとお�めの場所がでてこなかった。í小¹

など小学生になじみがないところにした。 

        ◯◯◯◯                            

予定のないところに興味を持ったり，あたりまえのものが

見方一つで変わるものだと気づかされた。 

                        ◯◯◯◯            

18181818    2222    

計画で体験を考えた。大学にこんなにもあったのかと

驚いた。小学生のワクワクを伸ばしていきたい。 

◯◯◯◯                            ◯◯◯◯    

計画とqレが生じた。柔軟性と対応力が現場では必須

であり，児童の行動を想�できるようになりたい。 

                                ◎◎◎◎    

19191919    4444    

生活科は子どもに興味・*心をもたせることに重点を

おいている。 

        ◯◯◯◯                            

子ども目線で話を聞くと話が途切れず理解することがで

きた。もっと色々な場所を紹介したかった。 

                ◯◯◯◯            ◎◎◎◎    

2�2�2�2�    5555    

計画で多くの施設や場所を選択するのは難しかった。

子ども達がコースを守ってくれるか楽しみです。 

        ◯◯◯◯                            

子ども達が「楽しかった」「もう終わるの」を聞いてやって

よかったです。先生の指導はすごいです。 

                        ◯◯◯◯    ◯◯◯◯    

21212121    6666    

計画で子どもが興味を持ちそうなルートを考えた。大学

で働く人や学生に親しみが持てるようにしたい。 

        ◯◯◯◯                    ◯◯◯◯    

興味のある場所で止まったり，職員や学生と交流の機

会をつくった。「すごい」などの気付きが嬉しかった。 

                        ◯◯◯◯    ◎◎◎◎    

22222222    7777    

生活科は自分たちの生活と地域がかかわっている。地

域の理解をêめるたんけんを行いたい。 

        ◯◯◯◯                    ◯◯◯◯    

移動中・説明中に興味を持って質問してきた。たんけん

で下調べを入念にするべきと思った。 

                ◯◯◯◯    ◯◯◯◯            

23232323    1111    

生活科はより児童の興味*心を尊重する。児童の行き

たいところを尊重して活動したい。 

                        ◯◯◯◯    ◯◯◯◯    

自分自�が先導して授業を進めるのは大変だった。小

学生の発見の多さに驚いた。もう一度やりたい。 

                        ◯◯◯◯            

24242424    2222    

生活科は子どもの興味や願いを大切にしている。計画

で普段注目しないところに目を向けた。 

◯◯◯◯    ◯◯◯◯                            

子ども達が発見できるように声かけした。子どもたちの

興味に幅広い方向がある。 

                        ◯◯◯◯    ◎◎◎◎    

25252525    3333    

生活科は� な体験で発達段階にあった構成になっ

ている。 

        ◯◯◯◯                            

子どもを主体とした体験型の方が食いつきがよい。教師

がすべてを決めたら本来の意味が失われる。 

        

    

◯◯◯◯    ◯◯◯◯    

    

26262626    4444    

生活科は地域の人々や場所とかかわりが大切であ

る。計画では子ども目線や時間や安全を確認した。 

        ◯◯◯◯            ◯◯◯◯    ◯◯◯◯    

探検は生活科の学習としてクリアできた。子どもの®奇

心に臨機応変に対応する必要がある。 

        ◯◯◯◯                    ◎◎◎◎    

27272727    6666    

生活科は興味・楽しさを目指している。計画ではいつも

と違った目線で考えることが難しかった。 

        ◯◯◯◯            ◯◯◯◯            

探検で思いもしないことに気付き，驚き，興味を持ってく

れた。目の高さ・考え方を合わせる必要がある。 

                        ◯◯◯◯    ◯◯◯◯    

28282828    7777    

子ども達の興味*心をより引き出し，大学の魅力を伝

えたい。違う目線で新たな発見をしたい。 

                ◯◯◯◯            ◯◯◯◯    

子ども達と私たちの気付きは違うと感じた。普段の生活

環境の違いを考慮して探検を計画したい。 

                ◯◯◯◯    ◯◯◯◯            

29292929    1111    

生活科は子どもの興味を主体的に引き出す必要があ

る。 

        ◯◯◯◯                            

想定したこと以外にも子ども達は興味・*心を持ち，とて

も幅広いと分かった。 

                        ◯◯◯◯            

3�3�3�3�    2222    

校区探検では児童の興味を引き出し，私たちとかかわ

れたらいいなと思う。 

                                ◯◯◯◯    

小学生は®奇心旺盛で，疑問でないことを質問してき

た。大学に興味を持ち，知ることができたと思う。 

        ◯◯◯◯            ◯◯◯◯            

31313131    4444    

低学年の児童の特性から生活科ができた。気を引き

締めて計画することができた。 

                        ◯◯◯◯            

児童はチャレンジしようとしていたので，しっかりと発言を

確認することができてよかった。 

                        ◯◯◯◯    ◎◎◎◎    

32323232    5555    

興味は学びをêめる最良の要素である。楽しい気持ち

を持った探検にしたい。 

                        ◯◯◯◯            

児童の質問に答える際に責任を感じた。~重大学の場

所・施設のかかわりに気づいてくれたと思う。 

        ◯◯◯◯                    ◎◎◎◎    

33333333    6666    

計画で大学は人々が�をしているのかに気づいた。子

どもの興味を考えるのが意外に難しかった。 

◯◯◯◯                    ◯◯◯◯            

歩く・喋る・Øくなど個人差が大きく，柔軟な考え方に気

づいた。児童になにが必要かを考えた。 

                        ◯◯◯◯    ◯◯◯◯    

34343434    7777    

生活科は子どもの興味を引き立てる探検が必要であ

る。計画では安全・時間・興味を考慮した。 

        ◯◯◯◯                    ◯◯◯◯    

児童は色々なものを発見して興味を示していた。児童の

発見・気付きをもっと掘り下げるべきであった。 

                ◯◯◯◯    ◯◯◯◯            

35353535    1111    

子ども達の目線に立ち，興味・知りたい・学びたいを反

映させることが大切である。 

                        ◯◯◯◯    ◎◎◎◎    

子ども達はこんなことでも®奇心があると実感した。この

些細な興味を見逃さず，授業に組み入れたい。 

                ◯◯◯◯    ◯◯◯◯            

36363636    3333    

生活科では自分たちの生活とのかかわりに重点をお

く。教科が異なるとたんけんも違う。 

        ◯◯◯◯                            

探検でホワイトボード，机や椅子に興味を持つ児童がい

た。計画どおりに進めるのは難しかった。 

                        ◯◯◯◯            

37373737    4444    

生活科は町の様子，人の様子，交通安全など自分た

ちがその町で暮らすために必要なことを学ぶ。 

        ◯◯◯◯                            

現場の先生が蔦を例に「これなんだと思う」など問いか

けをしていたように，気付きを促すことも大事である。 

                                ◎◎◎◎    

38383838    5555    

計画で児童が�が楽しいのかを想�した。普段生活し

ていて気づかない.白いところに気づいた。 

◯◯◯◯                    ◯◯◯◯            

子どもの興味*心が強く，子ども達の興味*心を抑える

ことがないよう時間配分を考えたい。 

                        ◯◯◯◯    ◎◎◎◎    

    合計合計合計合計    6666    27272727    1111    11111111    11111111    合計合計合計合計     0000    3333    6666    30303030    22225555    

38 名の受講生を対象。文意が変わらない範囲で記述を省略した。項目の大学は大学の様子の知識，探検は生活科のたんけんの知識，生活は生活科の

授業の改善の意欲，児童は児童の様子，実践は授業実践力(◎は具体的記述)の意欲，二重下線は各項目に該当する部分を示す。筆者作成 
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第第第第６６６６表表表表  大学たんけん支援を核とした３大学たんけん支援を核とした３大学たんけん支援を核とした３大学たんけん支援を核とした３回回回回の授業の授業の授業の授業におけるにおけるにおけるにおける学び学び学び学び 

  班班班班    

３回の授業で学んだことや実践で必要であると感じたこと３回の授業で学んだことや実践で必要であると感じたこと３回の授業で学んだことや実践で必要であると感じたこと３回の授業で学んだことや実践で必要であると感じたこと        

8/58/58/58/5((((一定期間をおいた生活教材研究Ｃの一定期間をおいた生活教材研究Ｃの一定期間をおいた生活教材研究Ｃの一定期間をおいた生活教材研究Ｃの最終回最終回最終回最終回の授業の授業の授業の授業))))    

大大大大

学学学学    

探探探探

検検検検    

生生生生

活活活活    

児児児児

童童童童    

実実実実

践践践践    

1111    3333    

子ども達がどのような着眼点をもっているか，どのような学びを欲しているかを知り，教師としてどのような学びを提示すべきかを

熟考する必要性を学んだ。 

                        ◯◯◯◯    ◎◎◎◎    

2222    4444    

生活科の探検では，場所や人に親しみ，愛着を持って接することを重視すべきことを学んだ。子どもたちの学びを深めるためには

教師の働きかけが大切である。 

        ◯◯◯◯            

    

◎◎◎◎    

3333    5555    

児童の目線になって，どんなところに興味を持つのか，それをどのように伸ばしていくのかを学んだ。自分たちの住む社会の仕組

みを学ぶことも大切である。 

        ◯◯◯◯            ◯◯◯◯    ◯◯◯◯    

4444    6666    

大学探検のコースを考えることで安全面を確保することの大切さ，探検して自分たちの計画の甘さを感じ，準備・計画の大切さを

学んだ。 

                                ◎◎◎◎    

5555    7777    

生活科は地§に興味を持たせることを重視していることを学んだ。´際に探検して，自分の感情に素直で次から次に興味の対象

が変わることを学んだ。好奇心を大切にし，やるべきことは�えることが必要である。 

        ◯◯◯◯            ◯◯◯◯    ◎◎◎◎    

6666    1111    

探検では想定外の�動をとる可能性があるために，その場での素早い対応や幅広い準備が必要であることを学んだ。生活科で

はできるようになることが重視されることを学んだ。 

        ◯◯◯◯            ◯◯◯◯    ◎◎◎◎    

7777    3333    

子ども達と�れ�い，あたりまえの何でも無いことに興味を示すことに気づいた。子ども達は不思議なことであふれた社会の中で

疑問をもつ。それに問いを投げかけ，考えさせ意見を引き出すことが大切である。 

                        ◯◯◯◯    ◎◎◎◎    

8888    4444    
生活科としての体験や学びの意味をもたせる必要がある。探検から子どもによりそうことが必要である。 

        ◯◯◯◯    ◯◯◯◯            

    

9999    5555    

子ども達と�れ�い，自分たちとは凄く違う考え，動きをすることをひしひしと感じた。教材を調べておくことも大事であるが，児童

をしっかり見つめ，臨機応変に動ける力が必要であることに気づけた。 

                        ◯◯◯◯    ◎◎◎◎    

10101010    6666    

生活科の探検は生きていく力を身に付けることができるようにすることを学んだ。探検をして，私たちが気づかないところに気づい

たり，興味を持ったりすることを学んだ。子どもの立場になることも大切である。 

        ◯◯◯◯            ◯◯◯◯    ◯◯◯◯    

11111111    7777    

生活科と社会科では同じ探検でも目的も学びも異なり，生活科の探検として子ども達が喜ぶことや興味を持つことは何かを考え

て計画することが最も重要である。生活科は基礎の部分を担う重要な教科である。 

                                ◎◎◎◎    

12121212    1111    

下見をして，子ども達が楽しんでもらうことが大切だと思う。探検して，自分たちと子ども達のペースは違った。ルールをつくるとしっ

かり守ることができる。子ども達の安全を守ることを一番に考えなければならない。 

        ◯◯◯◯            ◯◯◯◯    ◯◯◯◯    

13131313    2222    
生活科ならではの楽しみを味�わせることが大切である。校区探検で気づかなければならないことはたくさんある。 

        ◯◯◯◯                            

14141414    3333    

探検をして，自分にとっては小さなことでも小学生にとっては大きなことで驚いた。驚きを得るような機会を増やすことがどれだけ

小さいことでも必要である。 

                        ◯◯◯◯    ◎◎◎◎    

15151515    4444    

同じ校区探検でも生活科と社会科ではねらいが異なる。探検では，子ども達の興味の示し方に驚くこともあった。探検では何に気

付き何を学べるかを意識して計画する必要がある。 

                        ◯◯◯◯    ◎◎◎◎    

16161616    5555    

現役教師の方々の力量に驚かされた。具体的な指示はもちろん，情報を与えるタイミングや�え方でも子どもの興味を引くことが

できることを学んだ。 

                                ◎◎◎◎    

17171717    1111    

児童はそれぞれ興味を持つ対象が異なり，探検に対するÉ»の違いがみられた（羊そのものに関心をもつ子もいれば餌に興味を

持つ子もいる）。児童の�動パターンを幾つか予想しておく必要がある。 

                        ◯◯◯◯    ◎◎◎◎    

18181818    2222    

生活科は地§との関わりに重点をおいていることを学んだ。児童の目線に立って，どのwベルまでならできるのかを考え，安全な

授業のために下見や授業にºが大切であることを学んだ。 

        ◯◯◯◯                    ◎◎◎◎    

19191919    4444    

生活科は子どもの活動の場を広げることが重要で，生きていく上で必要になる知識やÍ能を身に付けさせるような´践や活動が

必要となる。 

        ◯◯◯◯                    ◎◎◎◎    

22220000    5555    

子ども達のしそうなことを考えて作ったプランであったが，本番は計画!りに�かなかった。子ども達の興味関心は生き物のよう

だ。先生方のように臨機応変な対応が必要である。 

                        ◯◯◯◯    ◎◎◎◎    

21212121    6666    

施設や設備だけでなく，人とのかかわりをつくることで親しみや愛着が持てるようなºや子どもの生活に関わる´践的な力を身

に付けさせることを学んだ。 

        ◯◯◯◯                            

22222222    7777    

教科Øの比較，探検の引率を!して，探検で学ばせる�容が社会科と生活科ではÕ確に違い，生活科では地§とのつながりを

学ばせることが大切であることを学んだ。 

        ◯◯◯◯                            

23232323    1111    

さまざまなものに興味関心をもち，自ら学習しようとする姿勢が�わってきた。児童のなぜという気持ちを尊重することでよい教材

ができるだろう。児童の声には常に耳を傾けるようにしなければならない。 

                ◯◯◯◯    ◯◯◯◯    ◎◎◎◎    

24242424    2222    

生活の探検では，場所と人との関わりを感じることに重点をおいている。計画を考える中で，Þ々なところに目を向ける，何気ない

ものが教材になることを感じた。より役立つように生活科の変遷について学んだ。 

        ◯◯◯◯                    ◎◎◎◎    

25252525    3333    

生活科と社会科の違いについて学ぶことができた。生活科の校区探検では，その場所でしか見られないものに�れ�う必要があ

ると考えた。 

                                ◎◎◎◎    

26262626    4444    

子どもの目線で，安全や時間の確認をすること，臨機応変に予測のできないことに対応していくことが必要である。社会科とは視

点が異なり，生活科では「気づかせる」ではなく「できるようになる」。 

        ◯◯◯◯                    ◎◎◎◎    

27272727    6666    

たんけんコースを考える際に普段自分たちが見ている視点とは違う，子どもの目線に立って，見せたいものや知って^しいものを

考えることができた。生きていく上での´践や活動が必要である。 

                ◯◯◯◯    

    

◯◯◯◯    

28282828    7777    

一緒に大学探検を�って，子ども達の´際の�動や反応は異なり，大学生と子ども達とでは着眼点や見方の違いがあることに気

付きました。そういった違いを考慮した上で，活動�容を考えなければならない。 

                ◯◯◯◯    ◯◯◯◯            

29292929    1111    

校区探検を子ども達と一緒に�って，子ども達の好奇心が強く，児童たちをまとめるのがいかに-しいかを学んだ。このような探

検から身の回りの自然等(普段気づけなかった)を学ぶことができた。 

◯◯◯◯                    ◯◯◯◯            

30303030    2222    

生活科と社会科の目的の違いを知ることができた。小学生と探検してみて，私たちが疑問に思わないことを�問してきて好奇心が

旺盛だった。好奇心に答えられるような授業�開が必要になってくると思った。 

                        ◯◯◯◯    ◎◎◎◎    

31313131    4444    

生活科は人とのかかわりが大切であることを学ぶことができた。子ども達と~重大�を探検して，子どもの視点を捉えることができ

た。安全面にも気をつける必要がある。 

        ◯◯◯◯            ◯◯◯◯    ◯◯◯◯    

32323232    5555    

校区探検では自分と地§とのかかわりを´感でき，子ども自身が存在感を確認する体験が大切であり，発見や気付きという子ど

もの感覚を刺激する必要がある。事前事後の学習が体験の意義をきめる。 

                ◯◯◯◯            ◎◎◎◎    

33333333    6666    

子ども達と�れあって，「気付き」の�富さに驚いた。気付きを限定しないようにしなければならないし，歩くペースやメモをとるのに

個人差があるので時間に余裕を持たせたりするºが必要である。 

                        ◯◯◯◯    ◎◎◎◎    

34343434    7777    

子ども達が特徴ある建物などに興味を持つと考え計画したが，意外にも道ばたに落ちているものやなどの植物や�にも興味を

示した。さまざまなものに興味を持つことを考慮して授業を作るべきだと思った。 

                ◯◯◯◯    ◯◯◯◯            

35353535    1111    

子ども達が学びたいと思う気持ちをどれだけ授業に反�させるか，子どもの興味を見落とさないこと，上手に拾うことが大切であ

る。 

                                ◎◎◎◎    

36363636    3333    

児童と大学探検をして，児童は大学生とは異なる視点を持ち，興味を引くものが違うためコース�で満足する，しないがあった。児

童の興味をあらかじめ考えて時間に余裕を持つことが必要である。 

                        ◯◯◯◯    ◎◎◎◎    

37373737    4444    

児童が地§社会で生活するためのスタート地点として，探検の単元の重要性を学んだ。´際に探検して，児童の気付きをより引

き出すためには問いかけをすることが大事であることを学んだ。 

        ◯◯◯◯                    ◎◎◎◎    

38383838    5555    

社会科と生活科の違いを把握した上で探検活動を�う重要さを知った。子ども達の興味関心が強くそこからの学びに�げるよう

にしたい。子ども自身の気付きから教師が付け加えることでより楽しく学べるのだと思う。 

                ◯◯◯◯            ◎◎◎◎    

    合計合計合計合計    1111    11116666    7777    22220000    31313131    

38 名の受講生を対象。文意が変わらない範囲で記述を省略した。項目の大学は大学の様子の知識，探検は生活科のたんけんの知識，生活は生活 

科の授業の改善の意欲，児童は児童の様子，実践は授業実践力(◎は具体的記述)の意欲，二重下線は各項目に該当する部分を示す。筆者作成
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生活科教育法における教育実践力を高める大学たんけん支援



 

 第５表の大学たんけん支援前後の学びの記述の変�

について，１時間目の授業後の学びを振り返っての記

述は，大学の様子の知識が６，たんけんの知識が 67，

生活科の授業を改善する意欲が１，児童の様子が 11，

授業実践力が 11 となっている。１時間目の授業で第２

学年生活科と第３学年社会科の校区たんけんの違いを

考えたことからたんけんの知識に"�する記述が多く

なっている。また，児童の目線を意識してたんけん支

援計画を�て，実際に下見をしたことから，「事故や怪

我がないよ9に」「興味を伸ばしていく」「時間�分」

「親しみがもてるよ9にしたい」などの授業実践力に

かかわる記述がみられた。 

２時間目の授業後の学びを振り返っての記述は，大

学の様子の知識が０，たんけんの知識が３，生活科の

授業を改善する意欲が６，児童の様子が d.，授業実践

力が 6j となっている。１時間目に¶Vて圧倒的に児童

の様子や授業実践力にかかわる記述が増えている。こ

れは２時間目の授業で大学たんけん支援計画にそって

実際に����学校の児童と大学を巡り，「児童が大学

生にはない�点をもっている」「大学生では見過ごして

しま9よ9なことに興味h"心を持つ」「見て欲しい場

所から次の目的�に�か9途中でも，バッタがいるな

ど常に様1な«�に興味を持っている」「児童の興味を

大切にしながら¥²が進められたらよい」など，自分

たちの計画したルートの中で，児童の興味h"心が自

分たちの予想と異なる場合があることや，自分たちに

とっては気にもとめないことに児童がこだわることに

気付くことや，児童の行動に対してどのよ9に対応す

ればよいのかを考えることができたためである。 

特に授業実践力にかかわる{w的な記述が１時間

目と¶Vて急増したのは，実際に児童とeミュニケー

ションをとり，たくさんの疑問に答えたり，気付きを

促したり，希望を聞くことで，発達段階にそった臨機

応変に対応することの必要性を自覚し，����学校

の引率の先生«の的確な£Êや気付きの促しを目の�

たりにしたためと考えられる。また，たんけん支援後

に，たんけん支援で気をつけていたことや生活科のた

んけんでためになったことを振り返ることで，児童が

大学の場所やq1の様子を捉えるための工夫について

改めて確認することができたためと考えられる。 

生活科の|�や«¸を改善する意欲についても数

は少ないがみられるよ9になった。これは授業実践力

とも�動しており，実際にたんけん支援を行って，た

んけん学�はどのよ9な|�や«¸による改善が望ま

しいかを考えるよ9になったためと推察される。 

ワークシート記述の分析から，項目５と６に"�し

た意欲の%まりの記述がみられることから，たんけん

支援計画を�て，実際にたんけん支援を行9ことで，

受講生の教育実践力を%めることができるといえる。   

第６表の一定期間をおいた大学たんけん支援を核

とした３回の授業での学びについて，３回の授業で学

んだことや実践で必要であると感じたことの記述は，

大学の様子の知識が１，たんけんの知識が 16，生活科

の授業を改善する意欲が７，児童の様子が 6.，授業実

践力が d1 となっている。第５表の大学たんけん支援後

の学びの記述と¶較すると，授業実践力の{w的な記

述がさらに増え，３回の授業の中で特に大学たんけん

支援の活動による学びについて意識していることがわ

かる。「子どもたちの学びを深めるためには教�のxき

かけが必要である」「{w的な£Êや情報を与えるタ:

ミン=や伝え«で子どもの興味を引くことができる」

「児童の目線に�ってどのレベルまでならできるのか

を考える」「児童の行動パターンを予想しておく」「子

ども達の好奇心にそれに答えられるよ9な授業展開が

必要」「驚きを得るよ9な機会を増やすことが必要」「学

びたいとい9気持ちをどれだけ授業に反映さFるか」

「気付きをより引き出すための問いかけが必要」など

の態度や能力にかかわる記述がみられた。 

児童の様子については，「自分の感情に素直で次か

ら次へと興味の対象が変わる」「子ども達の興味"心は

生き½のよ9だ」などより考察が深まっている。また，

「児童のなぜとい9気持ちを尊重した教材づくり」「子

どもの着眼点の違いを考慮した教科|�の考察」「w験

の事前事後の£�の大切さ」など生活科の|�や«¸

を改善し，r後に生かそ9とする記述が増えた。 

一定期間をおいた学びの振り返りにおいても教育

実践力に"�する気付きが深まることから，大学たん

けん支援を核とした授業は有効性があるといえる。 

 

４．４．４．４．大学たんけん支援による大学たんけん支援による大学たんけん支援による大学たんけん支援による児童の児童の児童の児童の学び学び学び学び 

４．１４．１４．１４．１    客観式客観式客観式客観式アンケートによる分析アンケートによる分析アンケートによる分析アンケートによる分析 

 大学たんけんとい9三重大学と�学校が�携した活

動において，交流した児童が生活科のたんけん学�と

しての学びが保障されたのかをみていく。大学たんけ

ん支援後に����学校に帰ってすぐに，各担任の先

生に児童の学�の振り返りとしてアンケートをとって

もらった。客観式アンケート項目では，それHれにつ

いて，a.強く�とても��9，b.少し�9，c.あまり�

わない，d.まったく�わないから選択さF，この順に

４，３，２，１の数^をあてはめた。第７表はアンケ

ートの項目とその結果をÊしたものである

８）

。 

 項目１はr回のたんけんの対象である三重大学の様

子について，項目２は三重大学への¥�意欲について，

項目３は三重大学への親しみ，項目４は三重大学と自

分とのかかわり，項目５は受講生を中心とした三重大

学のqとのかかわり，項目６は三重大学のたんけんへ

の受講生と児童のチームでの学�態度をみる。 

―  404  ―

永　田　成　文



 

第第第第７７７７表表表表        三重大学たんけんの三重大学たんけんの三重大学たんけんの三重大学たんけんのアンケート結果アンケート結果アンケート結果アンケート結果(201(201(201(2015555)))) 

アンケート項目 平均平均平均平均    

1. 三重大学のようすがよくわかった 

［たんけん対象の様子］ 

3.82 

2. 三重大学の�とを(っと^りたくなった 

［たんけん対象�のU�RZ］ 

3.82 

3. 三重大学が好きになった 

［たんけん対象�の親しみ］ 

3.87 

4. 自分と三重大学とのつながりを見つけた 

［たんけん対象とのかかわり］ 

3.47 

5. 三重大学の人(大学生や働く人)と仲よくな,た 

［人とのかかわり］ 

3.71 

6. 大学生のお兄さんお姉さんと�っしょに楽しく    

   さんか"きた［学習態度］ 

3.84 

79名の児童を対象。筆者作成 

 

全ての項目において平均点が高く，項目１の三重大

学のようすがわかる，項目２の三重大学をもっと知り

たい，項目３の三重大学を好きになった，項目５の三

重大学の人と仲よくなれたの数値が高いことから，生

活科の内容(３)「地域と生活」の「自分たちの生活は

地域で生活したり働いたりしている人々や様々な場所

とかかわっていることが分かり，それらに親しみをも

ち，人々と適切に接する」というねらいが達成できて

いる。項目６で受講生と児童のチームで楽しくたんけ

んに参加できたという結果は，生活科教育法における

受講生による大学たんけん支援の有効性を明確に表し

ている。平均がmÄvかった項目４の三重大学とのつ

ながりについては，１回の大学たんけんの活動のみで

は��することが難しいことをÊしている

９）

。 

 

４．４．４．４．２２２２    記述式記述式記述式記述式アンケートアンケートアンケートアンケートによる分析による分析による分析による分析 

 第８表は三重大学のたんけんで児童が行ったと回答

した場所を班ごとにまとめたもので7る。 

 

第第第第８８８８表表表表        三重大学たんけん���た���三重大学たんけん���た���三重大学たんけん���た���三重大学たんけん���た���(20(20(20(2011115555)))) 

班班班班    たんけんで思い出せるものたんけんで思い出せるものたんけんで思い出せるものたんけんで思い出せるもの    

１１１１

((((13131313))))    

羊 13，教室 8，コイ 7，食堂 3，�<体�館 2 

２２２２    

((((1�1�1�1�))))    

羊9，図書館6，コイ5，�<体�館4，食堂3 

３３３３    

((((11111111))))    

メープル(屋上)11，運動場 10，教室 9 

４４４４    

((((1�1�1�1�))))    

食堂8，中庭7，メープル(屋上)7，�楽X7，コイ3 

５５５５    

((((1
1
1
1
))))    

図書館 9，メープル 8，120番教室 7，コイ 2 

６６６６    

((((11111111))))    

図書館9，食堂8，教�X2 

７７７７

((((1
1
1
1
))))    

図書館 10，食堂 8，生物資源学
 6 

79名の児童を対象��* ��Iの児童の+数。複数回答。筆者作成 

第３表と¶較すると，受講生と児童のチームで巡っ

たたんけんポイントを的確に捉えていることがわかる。

中でも，小学校では見られない動物や大学の施設につ

いて心にµったものとして挙げている。また，受講生

が児童の興味・関心にそってたんけんルートを�更し

たり，畜舎には牛ではなく羊がいたことがわかる。 

第９表は三重大学たんけんの感想を８つの視点か

ら分析したもので7る。たんけんの楽しさや面白さの

記述が最も多い。次に，再び大学たんけんをしたい，

三重大学に行きたい，三重大学が好きで7るなどの親

しみや愛着の記述が多い。受講生のお兄さんお姉さん

から大学について色々教わったことや大学の施設・設

備への気付きの記述も多い。 

施設・設備の存在と大学への気付きの記述として

「とても面白いところと�いました。食堂で金を払

うことを知りまFんでした。色々な®が7ってすご

かったです」，生き物の存在の記述として「教室や

自転車がいっぱい7ってeイもいたので楽しかっ

たです」，お兄さんお姉さんと仲良くなり，教わっ

たりして大学に再訪したいという記述として「お兄

さんお姉さんと仲良くなりました。色々なところを

分かりやすく案内してもらえました。三重大学をも

っと知りたいです」，たんけんが楽しく大学に再訪

したいという記述として「三重大学はとても面白か

った。¥²が7ったらもうm�行きたいです。大好

きです」などが7った。 

児童の住む地域に存在する公共施設としての三

重大学を受講生とm緒にたんけんすることで，児童

は大学の施設・設備・人に着目し，大学への興味・

関心を高め，親しみをもつなど生活科のたんけん学

習のねらいが達成されていることがわかる。  

 

第第第第９９９９表表表表    三重大学三重大学三重大学三重大学たんけんのたんけんのたんけんのたんけんの感想感想感想感想(201(201(201(2015555)))) 

内内内内    容容容容    人数人数人数人数    

◯ 施設・設�のMG 

［地域の場所］ 

17 

◯ 生き物のMG 

［地域の場所］ 

4 

◯ 大学全体の感想や気付き 

［地域の場所］ 

9 

◯ お兄さんお姉さんの優しさや親切さ 

［地域の人々］ 

11 

◯ お兄さんお姉さんと話し!仲�くなった 

［地域の人々］ 

16 

◯ お兄さんお姉さんに教わった 

［地域の人々］ 

22 

◯ 大学に再訪・進学 

［親しみ・愛着］ 

24 

◯ 学習の評価 

［楽しさや面白さ］    

42 

79名の児童を対象�複数回答。筆者作成 
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生活科教育法における教育実践力を高める大学たんけん支援



 

５５５５．．．．成果と課題成果と課題成果と課題成果と課題 

本研究では，生活科の教科教育法である生活教材研

究Ｃにおける大学たんけん支援を核とした３回の授業

は，受講生の教育実践力が高まることを明らかにし，

有効性があることを示した。受講生は児童との交流に

より様々な発見ができた。また，生活科で育った学力

の調査では低調であったÃたんけんについて，受講生

が大学たんけん支援を行うことにより，心に残る活動

となり，大学の¬�・�備や人に関心をもつことがで

きた。生活科のたんけん学習としても有効性がある。  

井深(2018，pp.26-30)は，「生活科で大切にしてき

た気付きについては，教師の指導力が問われてきた事

項である」とし，学習指導要領の気付きに関する記述

の��から生活科の気付きと気付きの質が高まりにつ

いて整理している

10）

。菱田・野田(2011，p.93)は，気

付きの質の高まりの構造を示し，無自覚な気付きから

自覚された気付きになるために活動中の教師の言葉か

けなど，個別的な気付きからつながりをもった気付き

になるために伝え合い・話し合い活動など，対象への

気付きから自分自身への気付きとなるために活動を振

り返って表現する学習活動など，気付きの各段階にお

ける手立てを示している。大学たんけん支援を核とし

た３回の授業では，受講生の児童への言葉かけにより

無自覚な気付きから自覚された気付きに高めることが

できたことが成果の１つといえる。 

受講生の教育実践力をより高めるために，児童がつ

ながりをもった気付き，自分自身への気付きへと高ま

る手立てが必要である。大学たんけん支援後に，小学

校と連携した授業をu�Mけることが考えられる。 

 

【註】 

１）生活科の教科教育法である生活教材研究は，２年

次に学籍番号で４つのクラスに振り分けられ，Ｃ・

Ｄが前期，Ａ・Ｂが後期に開講されている。生活教

材研究Ｃは５人の教員によるオムニバス方式で，社

会科教員に３時間が割り�てられている。 

２）三重大学教育学部と隣接学校園である一身田・橋

北校区との連携活動の一環として，北立誠小学校か 

 ら三重大学教育学部への大学たんけん支援の依頼を 

 受けて，2011 年度から��している。北立誠小学校

から三重大学までは徒歩で８分程度である。 

３）永田(2018，p.55)は，教室における一斉授業を想

定して授業実践力と定義した。本研究では児童との

交流によるたんけん支援であり，eミュニケーショ

ン力や対�力も重�した教育実践力と表現した。 

４）北立誠小学校の第２学年は３クラスあり，それぞ

れ７グループで構成されていたため，各クラスの１

～７のそれぞれのグループを１つにまとめ，生活教

材研究Ｃの受講生 47名を７つの班に分けた。 

５） 実際の大学たんけん支援の時間は 50 分であるこ

とを提示し，大学生が 20 分で回れるルートが児童

には 50 分かかるイメージをもたFた。 

６） 低学年社会科の最後となる昭和 52 年版学習指導

要領と生活科が誕生した平成元年版学習指導要領

とそれぞれに対�する教科書記述を¶較した。 

７）受講生の|，３回の授業に出席し，アンケートの

１回目(2015 年６月３日)と２回目(2015 年６月 17

日)に回答し，まとめの授業(2015 年８月５日)のワ

ークシートを記述した 38名を対象とした。 

８）大学たんけんに参加した児童の|，確実に自分の

班やw験場所を記述している 79名を対象とした。 

９）質問の意�がわからず無回答の児童もいた。 

10）生活科でいう気付きとは，知的な側面だけではな

く，情意的な側面も含まれ，確かな�識へとつなが

るものであること，気付きの質が高まったとは，無

自覚だった気付きが自覚化され，個別の知識が分類

及び関連付けられ，対象のみならず自分自身の気付

きが生まれることなどをまとめている。 
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